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毎
回
、
参
加
者
に
好
評
の
「
東
武
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
」。
６
月
15
日
に
は
、「
難

波
田
城
・
水
子
貝
塚
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
歩
く
「
ふ
じ

み
野
駅
」
か
ら
「
み
ず
ほ
台
駅
」
に
か
け
て
、
な
だ
ら
か
に
広
が
る
武
蔵
野
台

地
は
、
い
ま
ま
さ
に
初
夏
。
田
園
風
景
の
中
で
観
る
城
跡
公
園
や
貝
塚
な
ど
、

珍
し
い
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
は
必
見
で
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
さ
れ
な
く
て
も
、
お
好
き
な
と
き
に
の
ん
び
り
と
散
策

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ふ
じ
み
野
〜
み
ず
ほ
台（ 　

）

ふ
じ
み
の
〜

み
ず
ほ
だ
い
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「
難な

ん

波ば

田た

城じ
ょ
う・
水
子
貝
塚
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
ス
タ
ー

ト
は
東
上
線
「
ふ
じ
み
野
駅
」
の
東
口
。
10
時
か
ら
11
時

半
の
間
に
受
付
で
申
し
込
み
を
済
ま
せ
て
コ
ー
ス
地
図
を

入
手
し
た
ら
、
あ
と
は
自
由
に
出
発
で
す
。
ま
ず
は
、
広

い
県
道（
２
７
２
号
）に
出
て
、新し

ん

河が

岸し

川
方
面
に
向
か
っ

て
歩
き
ま
す
。
こ
こ
で
、
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
コ
ツ
は
、

基
本
的
に
進
行
方
向
の
右
側
を
歩
く
こ
と
。
こ
う
す
る
と

交
通
量
の
多
い
車
道
を
横
切
る
こ
と
な
く
、
無
理
な
く
見

ど
こ
ろ
を
回
れ
る
よ
う
、
ル
ー
ト
が
ち
ゃ
ん
と
配
慮
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

周
囲
は
武
蔵
野
台
地
の
中
で
も
広
々
と
開
け
た
、
な
だ

ら
か
な
平
地
。
富
士
見
市
の
名
の
由
来
と
な
っ
た
よ
う
に
、

昔
は
ど
こ
か
ら
で
も
富
士
山
が
望
め
た
と
い
う
豊
か
な
土

地
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
距
離
は
あ
り
ま
す
が
、
左
手
に
駒
林
の
総
鎮

守
・
八
幡
神
社
の
杜も

り

を
眺
め
た
り
、
展
望
の
よ
い
鷺

さ
ぎ
の
も
り森
高

架
橋
を
通
っ
た
り
。
や
が
て
新
河
岸
川
を
渡
れ
ば
、
す
ぐ

「
阿
蘇
神
社
」
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

阿
蘇
神
社
の
由
緒
は
古
く
、
郷
土
史
に
も
記
載
さ
れ
る

存
在
で
す
。
こ
の
あ
た
り
一
帯
が
ま
だ
村
だ
っ
た
昔
か
ら

〝
鎮
守
様
〞
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代

の
名
所
案
内
に
も
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

い
ま
は
さ
り
気
な
い
佇た

た
ずま
い
で
す
が
、
静
か
に
時
代
を
経

た
拝
殿
と
続
く
本
殿
、
そ
の
横
に
あ
る
大
ク
ス
ノ
キ
（
市

指
定
天
然
記
念
物
）
の
姿
に
も
、
な
ぜ
か
懐
か
し
さ
が
漂

い
ま
す
。

　

一
休
み
し
た
ら
、
い
よ
い
よ
今
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も

佳
境
。
次
に
訪
れ
る
「
難
波
田
城
公
園
」
は
、
こ
の
機
会

に
じ
っ
く
り
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

【
ふ
じ
み
野
駅
】発

初
夏
の
武
蔵
野
台
地
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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「
難
波
田
城
」
の
歴
史
は
、
中
世
に
遡
り
ま
す
。
こ
こ
に

は
、
か
つ
て
富
士
見
市
一
帯
を
本
拠
地
に
活
躍
し
た
難
波

田
氏
の
居
城
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
発
掘
調
査
を
経

て
、
広
大
な
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
園

内
は
２
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、
ま
ず
〝
城
跡
ゾ
ー
ン
〞

で
は
、
三
重
の
堀
と
土
塁
に
囲
ま
れ
た
平
城
の
仕
組
み
が
、

歩
き
な
が
ら
体
感
で
き
ま
す
。
一
方
、〝
古
民
家
ゾ
ー
ン
〞

に
は
、
明
治
期
の
農
家
（
市
指
定
文
化
財
）
が
３
軒
移
築

復
原
さ
れ
、
実
際
に
土
間
に
入
っ
た
り
座
敷
に
座
っ
た
り
、

庭
先
で
休
ん
だ
り
広
場
で
お
弁
当
を
食
べ
た
り
…
と
く
つ

ろ
げ
ま
す
。
ま
た
、「
難
波
田
城
資
料
館
」
を
見
学
す
る
と
、

こ
の
土
地
の
歴
史
と
文
化
が
浮
彫
り
に
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。

　

い
ま
で
こ
そ
東
上
線
が
走
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
富

士
見
市
周
辺
は
、
川
越
と
江
戸
を
つ
な
ぐ
新
河
岸
川
の
舟

運
で
開
け
た
町
。
そ
の
川
沿
い
の
風
景
を
楽
し
み
、
さ
ら

に
坂
の
上
に
あ
る
、
立
派
な
鐘
桜
門
を
も
つ
「
水
光
山
・

大だ
い

應お
う

寺
」
に
参
詣
す
る
と
、
道
は
最
後
の
目
的
地
「
水
子

貝
塚
公
園
」「
水
子
貝
塚
資
料
館
」
へ
と
続
き
ま
す
。

　

国
指
定
史
跡
の
「
水
子
貝
塚
」
は
、
縄
文
時
代
前
期
の

竪
穴
住
居
や
、
太
古
の
食
生
活
を
示
す
貝
塚
が
数
多
く
発

掘
さ
れ
た
場
所
。
約
６
千
年
前
に
は
、
な
ん
と
埼
玉
県
に

も
貝
の
採
れ
る
海
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
改
め
て
時

の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。
園
内
は
公
園
と
い
う
よ
り
〝
縄
文

の
森
〞。
緑
鮮
や
か
な
敷
地
に
は
貝
塚
跡
の
ほ
か
、
復
原

さ
れ
た
竪
穴
住
居
が
点
在
し
、
そ
の
内
部
の
様
子
ま
で
見

学
で
き
て
、
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
す
。

　

こ
の
公
園
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
解
散
。最
寄
り
駅
の「
み

ず
ほ
台
」
で
は
、
帰
り
の
電
車
が
待
っ
て
い
ま
す
。

え
っ
、
埼
玉
に
も
海
が
あ
っ
た
ん
だ
！

と
発
見
し
な
が
ら
…
【
み
ず
ほ
台
駅
】
着
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ふじみ野～みずほ台データファイル
〈難波田城・水子貝塚ウォーキング〉・・●日時
＝６月15日（土）10：00～ 11：30の間受付・
順次スタート　●受付場所＝東上線「ふじみ野
駅」東口　●コース＝ふじみ野駅東口（受付）
～阿蘇神社～難波田城公園～難波田城資料館
～大應寺～水子貝塚公園（解散）～みずほ台
駅　●全行程＝約10㎞　●所要時間＝約４時
間　●参加費＝無料（交通費等は各自負担）　
☎東武鉄道お客さまセンター 03-5962-0102

〔ご注意〕6月15日（土）のハイキングにご参加の方は、ハイキング当日に配布されるコース地図に従ってお歩きください。

〈富士見市立難波田城公園〉・・●交通＝志木
駅東口から東武バス富士見高校行き、興禅寺
入口バス停下車徒歩３分　●開園時間＝９：00
～ 18：00（10月～３月は～ 17：00）　●入
園料＝無料　●休園日＝なし
〈富士見市立難波田城資料館〉・・●交通＝難
波田城公園と同じ　●開館時間＝９：00 ～
17：00　●休館日＝月曜（祝日の場合はその
翌日）、年末年始（12/29～1/3）、祝日の翌日
（土・日・祝日を除く）　●入館料＝無料　　

☎049-253-4664
〈縄文ふれあい広場　水子貝塚公園〉・・●交
通＝みずほ台駅東口徒歩25分　●開園時間＝
９：00 ～ 18：00（10月～３月は～ 17：00）
●休園日＝なし　●入園料＝無料
〈富士見市立水子貝塚資料館〉・・●交通＝み
ずほ台駅東口徒歩25分　●開館時間＝９：00
～ 17：00　●休館日＝月曜（祝日を除く）、祝
日の翌日、年末年始　●入館料＝無料　
☎049-251-9686
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